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１．はじめに

































































































創立当初の 1921年に，天津中日学院における日本語の授業時間数は，それぞれ第 1学年 5時間，

















学科目 国語 英語 日語※ 数学 体育 合計





















学　年 初級 1年 初級 2年 初級 3年 高級 1年 高級 2年 高級 3年




























































学　年 第 1学年 第 2学年 第 3学年
時間数 8 6 6

























レベル 修業期間 教授科目 学　費
初級班 3ヵ月 読音，単語，会話 2元
高級班 3ヵ月 会話，文法，翻訳，作文，尺牘 3元
研究班 1年間 会話，文法，翻訳，尺牘，新聞，雑誌，科学書類 3元 50銭
出典：『天津愛善日語学校便覧』（昭和 10年 6月）より　筆者作成
愛善日語学校は華北地区における日本人経営の日本語学校として，その創始が最も早いという。
1933年 10月の開校当時の生徒数は 20余名に過ぎなかったが，1935年 6月の時点においては，教員







語学校は 1936年 6月 20日，在天津日本総領事館の許可を得て，経営者変更とともに愛善日語学校を
天津愛善日語学校と改称し，天津日本租界の天津日本第一小学校元校長伊與田幾次を招き，校長と
した。
1936年 6月の時点において，天津愛善日語学校は教員数が日本人 6名・中国人 5名，事務員数が
中国人 5名，在学生数が 312名，卒業生 912名，日本に派遣した留学生 42名であった（36）。組織変更
に伴い，学校の学則が変更され，表 5は変更後の天津愛善日語学校の修業期間，教授科目と学費を示
したものである。レベルは 3つから 4つに増加し，特高班を新設した。そして，従来の初級班から研
究班までの修業年限 1年 6ヵ月間を 1年 4ヵ月間に短縮し，促成的な日本語教育が実施された。
表 5　天津愛善日語学校の修業期間，教授科目及び学費（1936年 6月）
レベル 修業期間 教授科目 学費
初級班 4ヵ月 発音，読書，単語，会話 2元
高級班 4ヵ月 会話，口語文法，作文 3元
特高班 4ヵ月 会話，口語文法，作文，翻訳 3元
研究班 4ヵ月 新聞，論文，作文，翻訳，尺牘 3元
出典：「天津愛善日語学校学則」（37）昭和 11年 6月より　筆者作成
しかし，天津愛善日語学校は軍より長期に補助金を支出されることは困難であり，また在学生の激
増とともに，ますます経営維持困難な状態に陥った。したがって，1936年 5月と 1937年 5月に外務
省に対華文化事業特別会計事業費より年間金 6000円の補助金の下付を申請し，教科書編纂，校舎拡
張及び人件費に充てたとした。










































































　⒅ 『中日学院改善方に関する件　昭和 2年 10月』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B05015324800，天
津中日学院関係雑件（B-H-04-03-00-01-00-00-00-00）（外務省外交史料館）。
　⒆ 京都帝国大学経済科卒の戎春田（在職期間 1923年 8月～ 1929年 7月），東京高等師範学校の張継祺（在職
期間 1926年 9月～ 1927年 8月）が日本語教師として雇用された。
　⒇ 『自大正十二年十月至大正十三年三月財団法人東亜同文会事業報告』，JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref. B05015245000，東亜同文会関係雑件　第四巻（外務省外交史料館）。
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　� 『自昭和十三年四月至昭和十三年九月天津中日学院事業報告』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. 
B05015261800，東亜同文会関係雑件／補助関係　第十巻（B-H-04-02-00-01-01-00-00-10）（外務省外交史料館）。
　� 『自昭和十四年四月至昭和十四年九月天津中日学院事業報告』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. 
B05015251000，東亜同文会関係雑件　第九巻（B-H-04-02-00-01-00-00-00-09）（外務省外交史料館）。
　� 前掲『自昭和十四年四月至昭和十四年九月天津中日学院事業報告』。
　� 『自昭和十二年十月至昭和十四年三月天津中日学院事業報告』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. 
B05015260900，東亜同文会関係雑件／補助関係　第九巻（B-H-04-02-00-01-01-00-00-09）（外務省外交史料館）。
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　� 前掲『自昭和十二年十月至昭和十四年三月天津中日学院事業報告』。
　� 前掲『自昭和十四年四月至昭和十四年九月天津中日学院事業報告』。
　� 前掲『自昭和十四年四月至昭和十四年九月天津中日学院事業報告』。
　� 藤江真文『自画自賛』，未公開，出版年代不詳，49頁。
　� 前掲『自昭和十四年四月至昭和十四年九月天津中日学院事業報告』。
　� 『天津愛善日語学校便覧（昭和十年六月）』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B05015857400，助成関
係雑件　第四巻（B-H-06-02-00-01-00-00-04）（外務省外交史料館）。
　� 『愛善日語学校ノ補助金下附願二関スル件』「JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B05015857400，助成
関係雑件　第四巻（B-H-06-02-00-01-00-00-04）（外務省外交史料館）。
　� 『補助金下附願』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B05015857400，助成関係雑件　第四巻（B-H-06-
02-00-01-00-00-04）（外務省外交史料館）。
　� 前掲『補助金下附願』。
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（B-H-06-02-00-01-00-00-04）（外務省外交史料館）。
　� 『在天津愛善日語学校経費補助方ノ件』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B05015857400，助成関係
雑件　第四巻（B-H-06-02-00-01-00-00-04）（外務省外交史料館）。
　� 『茂川期間補助日語学校二関スル件』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B05015857400，助成関係雑件　
第四巻（B-H-06-02-00-01-00-00-04）（外務省外交史料館）。
　� 『日本語ノ普及二依ル宣撫工作ノ徹底』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B05015857400，助成関係
雑件　第四巻（B-H-06-02-00-01-00-00-04）（外務省外交史料館）。
　� 『財団法人愛善日文協会寄付行為』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B05015857400，助成関係雑件　
第四巻（B-H-06-02-00-01-00-00-04）（外務省外交史料館）。
　� 『愛善日文教会補助金申請ノ件』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B05015857500，助成関係雑件　
第四巻（B-H-06-02-00-01-00-00-04）（外務省外交史料館）。
　� 『昭和十三年度事業経過概況』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B05015857500，助成関係雑件　第
四巻（B-H-06-02-00-01-00-00-04）（外務省外交史料館）。
　� 『愛善日語学校王達夫外一名』，JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B05015857400，助成関係雑件　第
四巻（B-H-06-02-00-01-00-00-04）（外務省外交史料館）。
　� 東亜同文会，『東亜同文会史　昭和篇』，霞山会，2003年，103頁。
